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イスラームの宣教とクターマ族の國家形成
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中東及びその周逡地域には，都市に攘鮎を置いたいかなる國家にも従属せ

ず，また自らも國家を形成していない多くの山岳地域の農牧民や草原の遊牧民

が存在した。かれらは通常，祀父あるいは曾祖父を共通とするという意識をも

つ人々からなる家父長制的な摘大家族ｅｘtｅｎｄｅｄ ｆａｍｉりや，そういった披大

家族の集合慌である集落の中で生活し，生産物や家畜は私有財産で農地はふつ

う占用（牧草地は共用）であるが，地位や財産の上では比較的平等な祀會を形成

していた。一方，かれらは孤立しているわけではなく，附近の都市に依存し，

蝕剰の家畜・乳製品，家具・じゅうたんなどの手工業製品を頁る一方，穀物申

装身具，衣服，武器などを購入しており，このような交易を通じて都市の文明

に鯛れ，その宗教の影響を受ける場合が多かった。かれらの開の紛争の調停や

外敵の侵入に對する備えのために，附近の同様な集團と同盟開係にあり，通

常，比較的遠い先祀が共通するという意識をもつ氏族clanを形成していた。

内部の，または外部からの危機が大きいほど，あるいは逆に都市の攻撃・略奪

のチャンスが大きいほど，氏族はより遠方の氏族と結びつき，より遠い先祖を

共通にするという紳話を創作した。

　

個人的な事情（たとえば，近親を殺害したと

き，不営な扱いや不利盆を受けたと感じたにもかかわらず氏族の支援がなかったとき，他
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の成員に較べ決定的に貧しくなったときなど)から，氏族を離れ，近郊の氏族のも

とに亡命し，その成員になる場合も珍しくはなかった。氏族内部や氏族聞の紛

争は氏族の指導者(長老)の談合によって處理されたが，危急時の軍事指導者

や宗教的権威者を除いて，長老の権威は相對的に大きい財産や家柄，個人的な

資質に基づくにすぎなかった(1)。

　

國家を形成せずに，非常に遠い先祖に逆上ってこのような擬制的血縁関係を

ときに主張する(不時にはそういう意識がきわめて微弱であるし，そう主張しない場合

も多い)大規模な集團のことを，歴史學や人類學では部族tｒibeと呼んできた。

かつては，部族から國家へという翠線的な翌展段階が想定されていた。しかし

最近では，クッパーTapperによって，部族と國家は相反する二つの思考様

式・組織モデルであり，時代的に並立していること，また，ドレシュDresch

によって，イェメンYaman北部のハムダーソHamdan族の例から，部族か

ら國家へ，國家から部族への韓換が繰り返されることが説得力をもって主張さ

れている(2)。

　

さらに，中央集権志向の大規模國家が山岳民や遊牧民を支配する

手段として，雑多な起源の人々を部族に組織し，その首長を任命しようとする

ことが，ウマイヤUmayya朝支配下のアラブ諸部族やサファヴィーSafavl

朝支配下のイランの諸部族，近代ヨーロッパの植民地の諸部族などを例とし

て，論謐されるようになった(3)。

(1)中東の部族と國家形成に闘する諸問題は次の書に網羅的に扱われている。 P.S.

　

Khoury & J. Kostiner ed､， Ｔｒibeｓ　ａｎｄ ｓはtｅ ｆｏｒｍａtｉｏｎｉｎ　tｈｅＭｉｄｄｌｅＥａｓt,

　

Berkeley, 1990; C. Lindholm, The IｓｌａｍｉｃＭｉｄｄＺｅＥａｓむA71 hiｓｔひｒｉｃａｌａｎｔｈｒｏ-

　

ｐｏｌｏｇｙ.Oxford, 1996.　家父長制と支配形態としての長老制については，ウェーバ

　

ーの古典的な一般論かなお有敷である。 Max Webeｒ,Wiｒtｓｃｈａｆｔ ｕｎｄ ＧｅｓｅｌＵｃｈａμ：

　

ＧｒｕｎｄｒiｓｓｄｅｒｖｅｒｓtｅｈｅｎｄｅｎＳｏｚtｏｌｏｇｉｅ,　iourthedition. 1956, pp. 133, 588-90,世

　

良晃志郎譚『支配の諸類型』創文It, 1970年, p. 45,『支配の壮會學Ｉ』創文此, 1960

　

年, pp. 143-50.

(2) R. Tapper,“Anthropologists, historians, and tribespeople on tribe and state

　

formation in the Middle East"， ｉｎＴバみεぶαzzｊ∫なzμμΓかlation,
pp. 48-73,

　

“Introduction" to Ｔｈｅ　ＣＯ？１βｌｅtｏｆ ｔｒｉｂｅ　ａｎｄｓｔａｔei71 Iｒａｎ　ａｎｄＡｆｇｈａｎｉｓｔａｎ,

　

ed. by R. Tapper, London, 1983, pp. 1-82 ; p. Dresch, Tr･ibeｓ,　ｇｏ。ｅｒｎｍｅｎt
ａｎｄ

　

ｈｉｓfoｒｖｉｎ Ｙａｍａｎ, Oxford, 1989,“Imams and tribes : The
writing and acting

　

of history in Upper Yaman"･ in Ｔｒ話心α刀ｊがαたμΓmation,
pp. 252-87.

(3) Muhammad A. Shaban, Islamを肩兌。ry: ｊ
new みzZ。ゆｒ財政i。n, Cambridge,

　　

1971 ； Fukuzo Amabe･ The emergence of the 'A砧asid
aut叱忽り', chapter 1

　　

“The ｃｏ㎡Jict between Qays and Ya°an during
the Umayyad caliphate"， Kyoto,

　　

(京都大學學術出版會), 1995; Tapper, “Shahsevan in Safavid ＰｅｉｓＷ,　Ｂｕlletin
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中東とその周漫の歴史的に有名な山岳民は，モロッコのアトラス山脈のマス

ムーダMasmuda族，アルジェリアの小力ビーリヤLesser Kabylia, Petite

Kabylie山地のクターマKutama族，アウラースAwras山地のハッワーラ

Hawwara族，リビアのナフーサNafusa山地のナフーサ族，イェメンのアラ

ブ諸部族，シリアの海岸山地のジャラージマJarajima ・ヌサイル派・ドゥル

ーズ派・マロン派，ザグロス山脈のタルト人，エルブルズ山脈のダイラム人，

コーカサス山脈東部のアヴァール人・チェチェン人，ヒンドゥークシュ山地の

クール人，スライマーン山脈のアフガーン人，ラジャスターソのラージプート

族などがある(4)。このうち，山岳部から下り，都市を征服して大規模國家を形

成し得たのは，タターマ族のファーティマFatima朝，マスムーダ族のアル・

ムワッヒドal-Muwahhid國家，ダイラム人のブワイフBuwayh朝，クール人

の王國，ラージプート族のプラティハーラPratihara朝などであり，これらの

すべてはイスラームまたはヒンドゥー教への改宗によって統合のイデオロギー

を提供されている。また草原の遊牧民や，逼境の氏族意識をまだ残している後

進的都市民もこのような運動を起こすことがある。イブソ・ハルドゥーソIbn

Khaldunが都市部伽伽ｒの民に對してｂａｄｉｖの民と呼んだのはまさにこの

ような山岳民と草原の遊牧民を指す(5)。7世紀のアラブによる大征服こそアラ

ビア半島の山岳民と遊牧民，それに後進的都市民を結集した最大の國家建設運

　

of　tｈｅＳｃｈｏｏｉ　ｏｆＯｒｉｅｎtａｌａｎｄ ＡｆｒｉｃａｎＳtｔｔｄｉｅｓ37 (1974), pp. 321-54.

（4）近代まで残存したヨーロッパの同様な山岳民はスイス人，ス＝･ツトラソド高地人，

　

バスク人，モソテネグｐ人などであり，いずれも勇猛果敢で知られ，スイス人は西欧

　

各國に，スコットランド高地人はイギリス軍に大量の傭兵を提供した。

（5）イブソーハルドゥーソは最初にことばを定義する上で，人間の集注か否かという観

　

鮎から，農業地域をろαｊｗの中に含めているように見えるが(vol. 1, pp. 210-ｴ，和

　

洋，第１巻pp. 235-6),のちの議論の展開では，山岳民・遊牧民を都市民と對照させ，

　

都市近郊の農業地域αびがをbadvoから排除している（ｖo1. 1, pp.243, 254, 269,

　

和詳，第１巻pp.270, 283, 297)。森本公誠氏は和洋において知知ｒを「都會」，

　

badwを「田舎や砂漠」と譚したが，後者は「山岳部・草原」とする方が的確な場合

　

が多いのではないか。中東・地中海においては中國と同様，近世日本型の自立した共

　

同謄的な村は存在せず，都市近郊の農業的集落は共同作業を行うこともなく，出入り

　

自由なものであり，都市に附属していた。世界史を見るかぎり，人類は肥沃な土地で

　

農業によって大きな脈剰生産物を獲得すると，ほぼ決まって都市に集注するようにな

　

った。周遜の農業地域を含むこのような都市がそれぞれ國家をなしていたが，やがて

　

多くの都市が一つの中央権力のもとに従えられて大腿模國家が成立したのである。都

　

市から遠く離れた「ムラ」が翌達するのは古代末期以後で，地主が開拓した荘園や政

　

府の開墾地（ｖilla,　ｃａｓｔella,　ａ叫ｒ，別業，別塹，邨）に起源する場合が多い。
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動であった。

　

このような経験から見ると，イブソ・パルトターンが論じたように，中東に

おける部族民の國家形成は通常，新しい宗教への集團的帰依に鯛翌された部族

民の團結‘町必り４が必要條件になっていると言える。その際，指導者は部族

民を心服させて結集させるだけの超人的能力（必ずしも宗教的とは限らない）を

もたなければならず，その能力がカリスマ＆αΓismaと呼ばれるものである。

　

４代カリフ，アリー‘All b. Abl Talib の子孫たるムスリムの指導者（イマ

ーム加丿涙）の代理人フッジャトゥッラーｈｕijat Allah mの鐙し）と将するマ

フディー‘Ubaydullah (‘Abdullah,Sa‘id)al-Mahdiのために，ジーイーAbu

‘Abdillah al-Shi‘iが行った宣教は，クターマ族を結束させ，イフリーキーヤ

Ifrlqlya (チュニジアを中心とした地方）におけるファーティマ朝（イスラーム暦297

-567/西暦909-1171）建國を導いたものであり，このような國家形成の典型的な例

である。しかも，ファーティマ朝のイデオｇ－グ，ヌウマーソal-Qadi Nｕ‘man

　

(363/974年没）による『イフティターフッ・ダアワ』If titah al-前四αか諸氏

族統合の詳しいプロセスを運動内部から傅えており(6)この鮎でユニークなケ

ースと言える。

　

この書はファーティマ朝の４代カリフ，ムイッズal-Mu‘izz C341-65/953-75)

を，人類を救済すべき不謬のイマームとして正統化することを目的とし(7)ジ

ーイーの宣教を禰の偉大な勝利への道程として斂述している。したがって，賞

際の事件をそのような目的に沿ったステレオタイプにあてこめたものであり，

あくまで山岳民の立場や見方，感情ではなく，都市出身の王朝指導者の立場や

見方を反映したものであることには十分に注意しなければならない。しかし，

シーイーはのちカリフ，マフディー(297-322/909-34)と衝突して殺されたにも

かかわらず，その行動が肯定的に描かれ，その個々の失敗が叙述される場合で

も，常にその失敗が正営化されている。このことからハルムHalmはジーイ

ー自身の自傅に忠賓に基づくものと推測している（8）。また，10世紀後半のアッ

(6) Ibn a1･Athir, NuwayrI, Ibn Khaldun らは『イフティターフ』を要約するだけ

　

である。

(7) M.Brett,“The realm of the imam : The Fatimids in the tenth
century･･，

　

BSOAS 59(1996), pp. 435-6･

(8) H. Halm,　Ｔｈｅ　ｅｍｐｉｒｅｏｆ £ｈｅ ＭａｈｄｉこＴｈｅ　ｒiｓｅｏｆ ｔｈｅ Ｆａｔimidｓ.ｔｒ.by Ｍ｡
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ダルスの歴史家ワッラークal-Warraqや11世紀初頭のイフリーキーヤの歴史

家ラキークRaqiqに依攘したイブソ・イザーリーIbn ‘Idharl のマグリブ・

アソダルス史と，10世紀末のイフリーキーヤの醤學者イブヌル・ジャッザール

Ibn al-Jazzar の歴史書を引用した著者不明の世界史㎡-‘Ｕ＾ｉＭｎ　ｌａａ’l一ｈａｄＷｉｑ

(1岨:紀にイフリーキーヤで編纂されたものか？)は，ともに『イフティターフ』と

は別系統の史料であり，見解や情報に食い違いが見られるが，全腰として大き

な矛盾はない。したがって，『イフティターフ』では概して，事貢の握造，隠

蔽は大規模には行われず，傅えられる個々の事寅はほぼ信頼できると見てよ

ｔ≒，

　

すでに，チュニジアのターリビーTalibiやダシュラーウィーDashrawi,

ドイツのハルム(9)らがこの問題を扱っているが，いずれも『イフティターフ』

を要約するに過ぎず，史料に引きずられて，ジーイーを主人公として鍍述し，

クターマ族を受動的な客臍としてのみ扱っている。イスラームがもともとクタ

ーマ族の間にどの程度普及していたのか，なぜ，いかに，かれらが宣教に庖

じ，氏族を越えて團結したのか，かれらの祀會はどのようなものであったの

か，その祀會がいかに愛容したのか，新しい國家の支配形態はいかなるもの

か，それが征服の過程を通じてどのように愛化したのかという分析はほとんど

ない。本稿はこれらの問題にできるだけ答えることを目標とする。

　

本文中の括孤内に挿入するアラビア語史料の略琥は次の通りである。

7: al-Qadi Nｕ‘man, /μｉｔａ!１ａｌ-ｄａ’ｗａ，　ed.Farhat Dashrawi, Tunis, 1975.

‘Idhari: lbn‘Idhan，　al-Ｂａｙａｎ al-ｍｕｉ

　

Ｍａｇｈｒib,　ed.C. S. Colin & E. Levi-Provensal, 4 vols., Beirut, 1980, vol.

　

1.

Athir: Ibn al-AthIr, al一Ｋａｍｉｌが1-ぱ７・feh,ed. C. Tornberg, 13 vols., Beirut,

　

1965-7.

Nuwayri: al-Nuwayｒi， Nihaｙａt ｄ-ａｒab ｆｔ　ｆｕｎｕｎａｌ-ａｄａｂ，　31vols., Cairo,

　

Bonner, Leiden, 1996, p. 102, note 153.

(9) M. Talb＼,　Ｖ ｅｍｉｒａt　ａｇｈｌａｂｉｄｅ８００一９０９,　hiｓtoiｒｅ　poliｔiｑｕｅ.Paris,1966 ； Farhat

　

Dachraoui, Ｌｅ Ｃａｌｉｆａｔｆａtｉｍｉｄｅａｕ Ｍａｇｈｒeb　２９６一３６５/909-９７５： Hiｓtoiｒｅ ｐｏｌｉ一

　

ｔiｑｕｅｅt ｉｎｓtｉtｕtｉｏｎｓ.Tunis, 1981; Halm，　Ｔｈｅ ｅｍがｒｅ ｏｆ tｈｅ Ｍｄ収

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－５－
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vol. 24， ed. yusayn Nassar, 1984.

Khaldun: Ibn Khaldun,　Kitａｂ ｄ-‘ibar, 14　vols., Beirut, 1983一6.　序論

　

al-Muqaddimaの和譚，森本公誠鐸『歴史序説』全三巻，岩波書店, 1979―

　

87.

‘Ｕｙｕｎ:

　

al-'　JJｙｕｎｕＪ心一如血’匈　fｔ ｄｋｈｂａｒal-卜ａｑ＆iｑ，　■ｖol.4, ed. 'Umar

　

al-Sa‘Idl, Dimashq, 1972.

Raqlq: al-Raqlq, Ta'7・随I斤ｉｑlｙａ ■ｗａ’l-Ｍａｇｈｒih，ed.al-Zaydan　＆　゛Izz

　

al-Din ‘Umar, Beirut, 1990.

Idrls: Idrls ‘Imad al-Din，　’Ｕｙｕｎａｌ-akhhaｒ．vols. 4-6, ed. Mustafa Ghalib,

　

Beirut, 1973-84, vol.5.

Ｙａ‘qubi: al-Ya‘qubｉ,　Kiほb al-hｕｌｄｄｎ.ed. M. J. de Goeje, Leiden, 1892.

Hawqal: Ibn yawqal, 了urat al-αり; ed. J. H. Kramers, Leiden, 1938.

BakrI: al-Bakri, £)ｅｓｃｒiptｉｏｎｄｅ I’Ａ介iｑｕｅｓｅμｅボｒｉｏｎａｌｅ，　ed.W. McGuckin

　

de Slane, Paris, 1965.

Hazm: Ibn Ilazm,　Ｊａｍｈａｒａ ａｎｓａｂｄ-‘Ａｒab,　edパAbd al-Salam　Harun,

　

Cairo, 1962.

１

　

カビーリヤ山地の自然とクターマ族の家父長制牡會

　

スソマーニー川Wadi Summani を境にして西側の大力ビーリヤ山地と東側

の小力ビーリヤ山地は地中海地域の中にあっては寒冷，多雨であり，參には積

雪を見るし，春先には短い川が急流をなして高峻な山地から地中海に流れ込

む。山々はカシ，コルタ，スギなどの森林に覆われ，川が流れる急坂で狭監な

谷底には潅木が生い茂っている。寒く，多潔な谷底に人々が行くことは少な

く，人々の移動は尾根づたいに行われる。

　

少なくともオスマン帝國時代以来,　tｈａｄｄｅｒthと呼ばれる集村は山の尾根に

護達し，尾根に沿った曲がった一本の大通りに沿って石造の家が並んでいた。

家はふつう中庭に面した部屋からなり，夫婦が一室を使用する。ひとつの家は

khaｒｒｕbaと呼ばれる攬大家族の共用であり，構成員はたがいに兄弟・姉妹と

呼びあう。村はこのようたｋｈａｒｒｕbaの集合腰である。農業は段々畑ではな
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く，山の斜面で木草の灰を養分に利用して行われ，大安栽培とオリーヴやいち

じくなどの果樹栽培が中心であるが，女性は家のすぐ外で野菜を栽培する。肌

穀場やオリーヴ油搾油器は共用で，村の入口にある。牧畜は移牧ではなく，部

屋の中央附近におかれた長椅子の反對側か家畜小屋になっており，家畜は木の

葉や草をおもな飼料として飼育される。また，手工業も行われ，木製の農具の

ほか，銀や銅の装身具や皿，彫刻を施したテーブルなどの木製家具，幾何學文

様の陶器，羊毛の絨毯などが製作され，行商人を通じて外の世界にも貰られ

た帥。

　

近鄭の村々の住民は父系の共通の先祖をいただく氏族‰ｒｓh意識をもち，さ

らに鄭接した諸氏族はより遠い先祀を共通にすると信じる部族ｑａｈｉｌａを形成

していた。氏族開の闘争が常態であったが，強大な外部勢力に｡對しては團結し

た。各氏族では，司會者ａｍｔｎ（ａｍｏqｑｒａｎ, ａｍｇｈａｒ）とその代理ｄａｍｉｎ　ｔｒど

の長老に指導された民會ｊａｍａ‘ａ（thaimaith）が氏族民の紛争を調停し，宣戦

と講和を決定し，外部勢力に従属を除儀なくされたときは氏族民に税を割り常

てた㈲。

　

10世紀のクターマ族も『イフティターフ』の隨所にある記述（第２章參照）

から見て，同様な尾根の集村と同様な氏族制の長老制，家父長制仕會を形成し

ていたようである。氏族の長老たちの漠然とした権威はあったものの，かれら

の手足となるべき行政幹部が存在しないため，各々の家父長の自立性が高く，

濁行自衛の精紳がみなぎっていた。このため‥馬や武器の所有が富や名響，権

威の象徴であり，女性には財産の相績権がなかった。一方，外来の訪問者を自

らの身をていして攻撃から守り，きわめてあっく歓待する慣習があり，家父長

(lC^ M. Brett & E. Fentress、Ｔｈｅ Ｂｅｒbeｒｓ,Oxford, 1996, pp. 225-64; Enりｃｌｏｐａｅｄｉａ

　

of Islam, new edition, Leiden, 1956- (以下£ノ。と略記), vol. 4,“Kabylia”，

　

p. 359 (by H. Isnard)･

(1]) Ibid｡pp. 361-2 (by R.Ie Ｔｏｕｒｎｅａｕ）｡　デュルケームは19世紀後半フランスでさ

　

かんであったカビーリヤ山地のベルベルの人類學的調査に依線して，このように同質

　

の人々が機械的連関によって結びっく仕會を環節社會と呼び，それよりも，分業が進

　

み，異質で専門的な人々が相亙依存する有機的連閲に基づく都市的仕會の方が結合性

　

が高いと考えた。E. Durkheim,£）ｅ ｌａｄｉ・iｓｉｏｎｄｕ tｒａｖail　ｓｏｃｉａｌｅ,　1893,田原音

　

和洋『仕會分業論』青木書店, 1971oこれに對し，イブソ・ハルドゥーソは多敷の人

　

々が集注した都市仕會は，専門化された努働によって経済的には有利であるが，仕會

　

的結合性が低く，その結果，強い結合性を示すｈａｄｉｖの民に征服されるとした。

- ７－
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は夜には同会のため妻子を提供したという。教養ある寄寓者はとくに歓迎さ

れ，子弟の教育を任された（j 82; yawqal 93,95)W。ジーイーはこの慣習を利用

して，あつい保護下にイスラームとアリーの子孫への畏敬の念を説くことがで

きた（753）。

　

小力ビーリヤ山地の諸氏族がクターマ族として結集したのはローマ時代のよ

うである。ローマはこの地域の山岳民の少なくとも一部を服属させ，貢納を強

い，ローマ化の攘黙として壮麗な都市タイクルCuicul (Jemila)を建設した。

しかし，のちローマは小力ビーリヤ山地から撤退を能儀なくされ，その周浪の

諸都市，ミーラMila (Milev),サティーフSatif (Sitifis),ビリズマBilizma。

　

トゥブナTubna (Thubunae)に後退した。ディオクレティアヌスDiocletianus

ぐ284-305)帚のときに小力ビーリヤ山地にQuinquegentanei (五氏族）とよば

れる大規模な氏族連合が形成され，山の尾根に捷って，ローマ側の砦や城塞化

した荘園を襲った帥。さらに，６世紀には小力ビーリヤ山地南部にUcutamini

族の「王」ｱｰにが出現したが，これらは氏族連合腰としてのクターマ族の成立

を示すものと考えられる叫。

　

クターマ族はイフリーキーヤを征服したアラブとはあまり接鯛しなかった。

わずかに, 150/767年，トゥーフスTunus (チュニス）代官ハサソ・イブソ・

バルブal-Hasan b. yarb al-Kindl がアッバースAbbas朝のイフリーキーヤ

總督に對する反澱に失敗してクターマ族の地に亡命したこと（‘Idhari 77; Athir

vol.5, 587),その４年後，イフリーキーヤのアラブの有力者アブドゥッラフマ

ーソ・アッ・サクラビー‘Abd al-Rahman b. Habib al-Saqlabi （イフリーキーヤ

の征服者，ウクバ・イブソ・ナーフィー‘Uqba b.Ｎ託‘の子孫）がアッバース朝の遠

征軍に抵抗してやはりクターマ族の地に逃れたこと(Raqlq 110; Nuwayri 85）

が見えるだけである。９世紀末には，クターマ族自身の認識によれば，アッバ

－７ヽ朝のイフリーキーヤ總督アグラブAghlab朝には名目上の宗主権以上の

ものを認めてはいなかったし，近郷の，それ自腰アグラブ朝からの自立性が高

吻
㈲

　

Talbi, pp. 594-8.

　

C. R. Whittakｅｒ， Ｆｒｏｎtieｒｓｏｆ 伍ｅ Ｒｏｍａｎ　ｅｍがｒｅ ； ａ ｓｏｃｉａｌａｎｄ ｅｃｏｎｏｍｉｃ

ぶtudy, Baltimore, 1994, p. 149

㈲

　

Talbi, p.594; M. Brett & E. Fentress, The Berbers, pp.63, 93.

- ８－
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いミーラ，サティーフ，ビリズマのアラブとも絶えず闘争していた(7 36, 79;

Ｙａ‘q仙i349)。　これらのアラブはときにクターマ族を襲撃して奴隷Ｍｉａｉｊａａｌ,

‘ａｈｉｄを獲得したり，ウシュル‘ｕｓhｒ　"ｉたはサダカｓａｄａｑａの名目で貢納を徴

牧した(NuwayrI 131)。

　

アグラブ朝のイブラーヒームIbrahim 2世(261-89/875-902)は泌境支配を

強化するため，268／881－2年トゥブナのアラブの有力者を宮殿行政都市ラッ

カーダRaqqadaに招いて謀殺し(‘Idhari 119; Athir vol.7, 370), 280/893年には

ビリズマのアラブ指導者をラッカーダで虐殺した(7 70-1;‘Idhari 123; Nuwayri

130-1;‘UyUn 82; Ｙａ‘q仙i349, 351)。イブヌル・ジャッザールが｢この日，ゴグ

とマゴグを防ぐ障壁ｇｊｊが開かれた｣と述べているように，クターマ族は近

郊のアラブからいっそう自由になることができた。ただ，クターマ族は人口が

多く(7 38;‘Idhari 125),したがって團結すれば大きな軍事力をもち得るにもか

かわらず，クターマ族としてのアイデンティティが希薄であり，恒常的な氏族

開削争に明け暮れていた。また，クターマ族は全膿として，山地南方の高原の

遊牧民，マザータMazata族やザナータZanata系諸氏族とは敵對開係にあっ

た。

　

アラブはベルペルを，比較的寒冷な山地に定住する農民ブルヌスBurnus

(Baranis)と，高原の遊牧民ブトルButrとに大別し，クターマ族をブルヌ

ス系としたし，クターマ族自身の傅統的な系圖でも，始祀クターマは紳話的人

物ブルヌスの子とされる。イブソ・ハルドゥーソ(vol. 11, 301-2)によれば，ク

ターマはふたりの子Issudaと

　

Gharsenをもち，前者の子ダソハージャ

Danhaja,マトゥーサMatusa,ウーリッサUrissaから同名の諸氏族が，ま

た，後者の子孫のうち, InawaからラヒーサLahisa族，ジームラJimla族，

マサールタMasalta族が, IntasinからラターヤLataya族，イッジャーナ

Ijjana族，ガシュマーソGhashman族が. IyanからマルーサMalusa族が

生まれたという。また，小力ビーリヤ山地西部には雑多な山岳民の諸氏族が居

住し，うちズワーワZuwawa族はクターマ族の一派と見なされるようになっ

た(IJaｚm 501)。

- ９－
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２

　

ジーイーの宣教とクターマ族の統合

　

地中海文化の影響を受けることが少ない小力ビーリヤ山地の諸氏族は，ユダ

ヤ教やキリスト教の浸透をも阻み，災いや豊饒をもたらす，何物か（紳・祖先・

洞窟・樹木・泉）に宿った超自然的威力77zα7zαを畏敬していた的。しかし，９世

紀末には，喜捨にあたるサダカを貧者に分配しCI 37),未熟な學識ながら，少

敷のイスラーム學者‘ｕｌａｍｃＣか存在すること（j 85, 92）から見て，かなり廣範

な部分が交易などを通じて近郷のアラブと持績的に接鯛した結果，文化愛容

ａｃｃｉぷｕｒａtｉｏｎの過程をたどり，傅統的な信仰や慣行を大きく残しながら（傅

統との深刻な断組を自発することもなく）イスラームを受容していたようである。

したがって，そのイスラーム信仰はきわめて皮相なものにとどまっていた。

　

傅統的な信仰を保持した山岳民に對する宣教は，ダイラム人に對するアリ一

家や，シリア海岸部の山岳民に對するイスマーイール派Is ma‘iliya,ドゥルー

ズ派，スサイル派，キリスト教マl=lソ派の宣教のように，反腰制派や少数派が

積極的に行った。したがって，マフディー支持派がクターマ族に注目したこと

自膿は不思議ではない。すでに９世紀後牛㈲に，スマーク

　

Sumata地方やア

ウラース山地北麓のワルファジューマWarfaiuma族，スダマールSugmar

族㈲，ハッワーラ族系のマアードＭａ‘ad族に對してフルワーニーal-HulwanI

やアブー・スフヤーソAbu Sufyan なる宣教員が工作し，そのときの同調者

がのもジーイーの宣教に協力したという。クターマ族の中でも，イッジャーナ

族のある男がこのときの宣教で改宗し，のちその妻が夫の遺志に従ってジーイ

ーに一遺産を寄付したとされる（7 28-9, 32, 131-2, 182)。かれらが反膿制的な宣

教を受容したのは，近郷都市のアラブの勢力挟大に脅威と反撥を感じていたか

らであろう。

（le

　

M. Brett & E. Fentress, The Berbers, pp. 34-6, 265-7.

㈲

　

宣教員がアリーの子孫ジャアファル・アッ・サーディクJa‘far al-Sadiqによって

　

145/762年に派遣されたとしている（7 26，29）が，これは年代的にかけ離れており，

　

明らかに運動の起源を高名なジヤ，ファルに結びつけようとした作具に過ぎない。

㈲

　

『イフティターフ』では，スマークが氏族名，スグマールが地名になっているが，

　

スマークはカスティーリャ地方近逡の地名（Ｕａｗqal 93）であり，スグマールはアウ

　

ラース山地の周遇に住むハッワーラ系（且I. vol.3,“Hawwara” ｐ.297)かザナータ

　

系（Ｕａｚm498)の氏族である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－10－
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ヌウマーソ(/ 34-8)は，ジーイーがメッカ巡疆時にはじめてクターマ族に注

目し，その情報を詳しく聞いたとするが，寅際は第１回の宣教時に獲得された

情報によってクターマ族が有望であることが推測されていたのであろう。かれ

に同行したイブラーヒーム・イブン・イスハークIbrahim b. Ishaq al-Zabidi

はHawwariと呼ばれており（7 32),ハッワーラ族の出身であろうし，ジー

イーが現地に到着する以前にかれからベルベルの言語を學んでいた可能性もあ

る。

　

ヌウマーソ（7 47-8）が傅えるように，ジーイーとイブラーヒームがメッカ

からクターマ族の巡疆除に同行して，ジームラ族系サクターンSaktan族の二

人の保護下に，小力ビーリヤ山地北部のファッジュル・アフヤールFajj al-

Akhyar (義人たちの峠）と呼ばれる尾根沿いに登達したイークジャーソIkjan

村（ベルベル語で犬・番犬の意味）叫に定着したことは事責と見てよい。サクター

ソ族はワルファジューマ族の同盟者萌叫とも傅えられ(Khaldun vol.7, 66),

その関係を通じてかれらの一部がジーイーに従ったものであろう。時期はフウ

マーソ（747）とイブソ・イザーリー(p. 124)が傅えるように，280／893年の

前後とみてまちがいない。

　

スウマーソはジーイーの宣教に庶じた人々のようすを，次のように述べてい

る。

　　　

人々はあらゆる所からかれのもとに集まり，互いにウワサをささやきあ

　　

った。かれはかれらとともに座し，アリ一家の徳性の外面部分ｚahiｒを

　　

説いた。一人また一人と，目的が到達できそうな者を見ると，一つ一つ教

　　

説を進め，最後には相手に受け入れさせ，誓いを立てさせた(/49)。……

　　

人々はかれの宣教ｄａ‘四ａに庖じた者が高潔になり，以前の無法状態から

　　

きっぱり肌して，疆秤と断食，その他の功徳ａ‘ｍａｌ ａｌ-biｒｒに精を出して

　　

いるのを見ると，自分たちもそれに加わりたいと望むようになった。人々

　　

はかれに績々と従い，（郎郷したあと）自分の部族ｑａｂａ’ilの中で見込みの

　　

あるものを宣教に誘った（j 79, cf 7 53）。

　

この結果，サクターソ族の比較的多くのものが従ったのをはじめ，他氏族の

叫

　

Talbi, p. 600, note 4.

- 11－
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中からも同調してイークジャーソに定着するものも出た(7 53)。このような

記述は若干の美化があるとしても，ジーイーが権力によらずして多くの人々を

心服させ，従えたという鮎でカリスマ性を備えていることを示すものであろ

う。ジーイーも含めて誰ひとり見たことがないシリアのサラミーヤSalamiya

にいるマフデ４－を本源的な不謬の指導者とし，ジーイー自身はその代理とし

て活動したことは，マフディー，ジーイー双方の人間的な弱黙を隠蔽または緩

和し，いっそう宣教を鼓果的にした。

　

ジーイーは，２代カリフ，ウマル‘Umar b.al-Khattabが始めたとされるラ

マダーン月の夜の膿秤tardwihを止めさせ，初夜の澄秤ｓａｌｄt ｄ-'iｓJia’ｄ，

ａｋｈｉｒａ時のコーラン朗唱におきかえたり(‘Idharl127),アリ一家のもつ超自

然的呪力＆ａｈを讃え，アリーの子孫にあたるイマームへの忠誠を訴え，ア

リーの政敵であった初代カリフ，アブー。メタルAbu Bakr, ウマルなど教友

を非難した(7 49.52-3,58, 79, 188,192)帥。マフディーをイマームとフッジャの

いずれとして説いていたのかは不明であるが匈，いずれにせよ政治的には明確

に反アッバース朝，反アグラブ朝であった。しかし，ブレッドBrettやハルム

が言うように，のちファーティマ朝下で翌達するコーランの秘義hatin論や，

営時イラン東部で翌達しつつあった新プラトン哲學的な存在論がかれの教説の

中に含まれていなかったことは確賞である斡。

　

したがって，ジーイーが説く法

もアグラブ朝の宣傅(7 189)とは違って，一般的なシャリーアｓｈａｒｉ‘ａ(イスラ

帥

　

イスマーイール派やその分派が預言者ムハンマドやアリーの紳性，アリーのムハソ

　

マドに對する優越を誕いたとしばしばされる。 L. Massignon， 　ＴＫｅ　Ｐａｓｓｉｏｎｏｆ　al一

　

Hallai,　ｍ:ｖｓｔｉｃａｎｄｍａｒりｒｏｆＩｓｌａｍ，tr.H. Mason, vol. 1, Princeton, 1982.しか

　

し，そのような事賓自鼠が非常に疑わしく(Brett,“The Mim, the ‘Ayn, and the

　

making of Isma'ilism”,　ＢＳＯＡＳ５７(1994), pp. 26-7, 39),少なくともジーイーの宣

　

教に｡ついてはまったくない。

匍

　

マフディーの父または叔父は隠れイマームとしてのムハンマド・イプソ・イスマー

　

イール（ジャアファル・アッ・サーディクの孫）のフッジ十として活動していたが，

　

マフディーはフッジャの地位を徽承すると，自らがムハンマドの子孫＝イマームであ

　

ると蒔し，イラクやバフライソのイスマーイール派の本流から挾を分かったとされ

　

る。Halm,　ｅｍｐｉｒｅ,pp.22, 50, 58-64; F. Daftary，　The Iｓｍａｌｌｉｓ：ｔheiｒ　hiｓｔｏｒｙ

　

andゐｄバnes, Cambridge, 1990, pp. 103, 107, 125-36。　しかし，マフディーがフヅ

　

ジャの靭胱を捨てたのはカリフ即位後にすぎないようである。 M. Brett,“Mi㎡'. pp-

　

30-1.

剛

　

Brett,“realm”, pp- 440-5 ；Halm, pp. 297, 369, 373｡
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－ム法）解憚から逸脱したものではないと見るべきであり，かれの宣教によっ

てクターマ族のイスラーム信仰はより純化されたと思われる。ただ，シーイー

ははじめ客人への女性提供などの部族の慣行を認めざるを得なかったとも，禁

止しようとしたが，クターマ族が従わなかったとも(Hawqal 93, 95）傅えられ

るように，シャリーアに反する傅統的慣行の破棄は大きな抵抗に直面し，ジー

イーの指導をもってしても十分には寅現できなかった。

　

いちはやくジーイーに従ったマサールタ族のハールーソHarun b. Yunus

b. Musa,ガシュフーソ族のハサソHasan ｂ.Harun,イッジャーナ族のマーク

ターンAbu Yusuf Maknun bべ)ubaraとその甥アブー・ザーキーAbu ZakI

Tammam b. Mu‘arikらはそれぞれの氏族の中で最有力の長老ｒａ’ｔｓ, 　ｍｕｑａｄ一

ｄａｍ，　ｌｉａｂｉｒ,　■ｗai　hではなく，勢力を披大中の若手であったようである（749-

50, 110-1)。　これに對し，ジーイーに強く反撥したマサールタ族のファトフ

Fath b. Yahya,ラヒーサ族のマフディーMahdl b. Kinawa,イッジャーナ族

のファラフFarah b. Jiran,ラターヤ族のファフルFahl b.Ｎ妨とその子ダミ

ームTamim,マトゥーサ族のズィヤードZiyadらはいずれも長老層であり，

ファトフはアミールamirとさえ呼ばれている。名前から推測すると，かれら

の多くも名目的にはムスリムであったようである。反ジーイー連合ｊａｍかα左

結成したかれらは，サクターソ族が一致してジーイーを保護するために戦うこ

とを恐れて，その長老の一人であったバヤーソBayan b. Saqlanを連合に誘

い入れようとした。このため，ジーイーはいったん身を潜めなければならなく

なった(7 79-83)。ヌウマーソも「長老たちｒｉＣａｓＷ al一ｑａぼil,　ＴＯ司政必

‘ashd'i‘ｒは運動に加わって，同じ氏族‘ａｓhlｒａの目下のものの風下に立つこと

を恐れた」「かれらは自分たちの指導権を失い，いちはやくかれ（ジーイー）

に走った目下のものたちが優位に立つことを恐れた」と指摘している（7 79,116

-7）。

　

以上から，クターマ族の一部が進んで宣教に従ったのは，ひとつには，

氏族内部で新奮有力者の對立抗争が先鏡化していたからと推測できる。

　

諸氏族の長老は宗論を装ってイークジャーソ付近でジーイーを強引に拉致し

ようとして失敗した（7 83-4)。このあと，ジーイーはガシュマーソ族のハサソ

の勧めに嘸じて，サクターソ族やその他の氏族の支持者とともにミーラに非常
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に近いダースルートTazrutに移った。ハサソがジーイーを自分の家に泊めた

のをはじめ，移住者はそれぞれガシュマーン族の信徒の家に居候になり，食料

を提供されたし，腰力が弱くてイークジャーソにとどまった信徒も馬によって

運ばれた食料の提供を受けたという。これを見たバヤーソさえ信徒となった

　

(7 86-9)。ガシュマーソ族にこれだけの経済力があるのは，ダースルートが自

給自足の山村ではなく，ミーラに食糧や手工業品を供給して富裕化していたか

らと思われる。まもなく，ダースルートにカスル9αＦと呼ばれる城塞化した

邸宅がジーイーのために建てられ，その周漫に信徒の家ｄｕｒか配置されるよ

うになった。こうしてダースルートは預言者ムハンマドのヒジュラ

　

Hijra (聖

遷)にちなんでタール・ヒジュラDar Hijra と呼ばれるようになった(n09)。

　

ラヒーサ族のマフディーを中心とした反對派はジーイーに同調していないハ

サソの兄マフムードMahmudに接近したが，氏族の分裂を恐れたマフムード

はこれを拒絶した。ジーイー側に立つたかれが初期の戦闘で死亡したため，

　

ノゝ

サソは氏族の指導権を固め，ジーイーによって騎兵除の指揮を任された(7 89-

94)。

　

こうして戦いはガシュマーソ族對ラヒーサ族という傅統的な氏族開削争

の形態をとるようになった。マルーサ族の主力がガシュマーソ族に呉するよう

になったのは，傅統的な同盟者であったからであろう。一方では，ラヒーサ族

の長老マフディーの兄弟アブー・ムダイェーAbu Mudayni はジーイーの信

徒であり，ダースルートに移り，ジーイー側で戦っただけでなく，兄弟の暗殺

に成功した。この結果，ラヒーサ族の多くはアブー・ムダイユーの指導下にガ

シュマーソ族と和解し，ジーイーに従うようになった(j 94-8)。

　

残ったイッジャーナ族，ラターヤ族，マサールタ族，ダソハージャ族，ウー

リッサ族，ジームラ族などの諸氏族はミーラとサティーフのアラブαhi al-

ｍａｄｓinや高原のラクダの遊牧民マザータ族を誘って，ダースルートの包囲

を始めた(7 99)。年代は史料には明記されていたいが，ダシュラーウィーは

287／900年初頭と推定している匈。

　

これに對して，ジーイーもガシュマーソ

族，マルーサ族，ラヒーサ族をはじめとした信徒と，馬，武器，軍資金をダー

スルートに集め，騎兵700,歩兵2000を組織したという(7 102-3,110)。シーイ

叫

　

Dachraoui, p.78.

― 14 ―
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－はラターヤ族の長老ファフルと姻戚開係にある信徒を派遣して敵側に，たが

いに相手側の信條をイスラームの一解憚ｍａｄｈｈａｈとして蓉重し，クターマ族

の各人はいずれかを自由に選揮できるとする妥協案を示したが，ジーイーに有

利に展開されそうなこの提案は拒否された（7 103-6)o このため，ジーイーは

氏族間の足並みの気れを利用して先制攻撃に韓じ，各個撃破に成功した。一連

の戦闘では，マルーサ族のガズウィヤGhazwiya b. Yusufの活躍が顧著であ

った。この結果，ジーイーは莫大な家畜，武器，馬‥馬具，装身具，下賜用橿

服khｔl’ａ.軍旗，太鼓を獲得して信徒に分配し，いっそう戦利品目営ての氏族

民を集めることができるようになった(/ 106-9)。

　

この勝利後，さらに２年間にわたって，ジーイーは個別に各氏族に對する攻

撃をつづけた。この結果，信徒の長老ｒａ!ｉｓｄ-ｍｔCmininとして運動の中で重

要な地位を占めていたマークヌーソが屡するイッジャーナ族の氏族民'ａｍｍａ

も，大半が運動に加わった。しかし，マークヌーソと對立したイッジャーナ族

の長老ファラフとラターヤ族の長老ファフルは従う氏族民とともに，財産をも

ってミーラに移住した。同様に，より西方に住んでいるマサールタ族の多くも

ジーイーに降ったが，同じマサールタ族出身の幹部信徒ハールーソと對立した

長老ファトフは，従う氏族民やイフニードIfnit族叫とともにサティーフ近逞

に移った。ファトフはさらにアジーザAjisa族のもとに逃れ，ついで，フド

ナHudna山地にある砦に寵城した。ジーイーはこの砦を陥落させ，アジーサ

族，ズワーワ族，マジュリスMajris族伽といったクターマ族との関係が不明

確な西方の諸氏族を従えた。この結果，ファトフはトゥーヌスのアグラブ朝の

宮廷にまで逃走を能儀なくされた（7 110-4,135)。反ジーイー連合の敗北の基

本的な原因は，ファトフ自身が指摘するように，氏族の壁に阻まれたかれらを

束ねる強力な指導者が出なかったことが大きい（j 114)。

　

つぎに，ジーイーはミーラを攻撃した。ミーラのアラブの指導者，スライム

Sulaym族のムーサー・イブヌル・アッバースMusa b.al-‘Abbasは亡命して

叫

　

イバードlb旧派とされるのは，かれらがアルジェリア北西部のルスタムRustam

　

朝の宗主権を認めていたからであろう。

剛

　

ダシュラーウィー（7 n3， note 3）によれば，本末はハッワーラ族系らしい。　cf.

　

£｡7･,vol.3,“Hawwara”（bｙ Ｔ.Lewicki), p.296.
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いたファラフ指導下のイッジャーナ族，ファフル指導下のラターヤ族ととも

に抵抗したが，もう一方のアラブの指導者，ジャズィーラのスィソジャール

Sinjar出身のラビーアRabi‘ａ系（おそらくタグリブTaghlib族）のハサゾイ

ブソ・アビー・ヒソズィールHasan b. Ahmad b.Abi Khinzir はジーイーに

内座した。ファフルの戦死後，ムーサーは市内のクターマ族やアラブ，その他

の住民に對するアマーンaman (安全保障）を條件に降伏したが，ジーイーは

ファラフを信用せず，氏族内部でのかれの指導権回復を恐れる幹部信徒アブ

ー・ザーキーの要請を容れるという形をとって，處刑した（ムーサーものちアグ

ラブ朝軍の最初の遠征時に處刑）。

　

こうして，ジーイーははじめてアラブ都市を征

服し，アブー・ザーキーの叔父マークターンを代官としてミーラに残した（j

135-9;Ｙａ‘qubi349)。

　

アグラブ朝の最初の遠征軍がダースルートとミーラを一時占領したあと，イ

一夕ジャーンの防御上の利鮎を痛感したジーイーはサタターソ族のバヤーソや

アフマド・イブソ・スライマーンAhmad b.Sulayman al-Jarraraの勧めに底

じてイークジャーソに本攘を戻し，ここを第二のタール・ヒジュラとして，カ

スルを建設するとともに信徒を定着させた（7 145-6)。アグラブ朝の第２回遠

征軍が撤退したあと，ジーイーはクターマ諸氏族の曹長老も亡命していたサテ

ィーフを猛攻し，アラブの指導者，アサドAsad族（Ｙａ‘qubi 349)のアリー・

イブソ・ウスルージャ‘All b.Hafs bバUslujaを戦死させ，亡命していたラヒ

ーサ族の長老ダーウードDa'ud b.IJubasaと住民ahl al-ｂａｌａｄにアマーソを

呉えることによって，これを開城させた。かれは城壁を破壊し，代官‘amil

を置き，住民からウシュル（この場合は農地視）を徴収するようになった(7 165-

8; BakrI 76）。

　

こうして，敵對していたクターマ系その他の雑多な諸氏族が投降を蝕儀なく

され，強制されるか，または名辞や経済的利盆を求めて進んで信徒となった。

この状態をフウマーソは次のように明確に述べている。

　　　

アブー゜アブディッラー（ジーイー）がクターマ族の國ｈａｌａｄを支配す

　　

るようになった。かれの宣敦員たちｄぜ砥か各地に現れ，命令に従わせ，

　　

支配を確立した。各地で，あらゆる人々は好んで運動に加わるか，または。

　　　　　　　　　　　　　　　　

－16－



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

212

　　

恐怖を抱き，心細くなり，内心では嫌い，邪心が優越し，あくまで拒否し

　　

ながら運動に加おった。後者のものは運動に殉じるでもなく，信徒を攻撃

　　

するでもなく，従来の信條にこだわっていた。こういった状態にあって

　　

も，宗教ｄｉｎの裁きと信徒ｒｍＣｍｉｎｍの支配下にあるものには，信徒の

　　

裁きや命令が執行され，信徒の支配がかれらに浸透した(/ 116)。……さ

　　

まざまな人々がかれ（ジーイー）に底じ，かれの大義に加わった。

　

かれら

　　

の中にはそれによって紳の御尊顔を秤し，祚の恩恵を心から求め，紳の御

　　

元にあるものを何よりも愛するものもいれば，信仰と世俗的利盆をともに

　　

求め，来世でも現世でも幸運を得たいと望むものもいるし，また，誇りと

　　

名響と名馨と指導擢を渇望するものや，金や利盆だけを望むものもいた。

　　

中には，ねたみや競争心のため，また，恐怖のため，あるいは総って，ま

　　

た，おだてられて入信したものもいる（7 117-8)。

　

以上のようなジーイーによる山岳民の統合は決して特異なケースではない。

バーフィールドBarfieldやリンドホルムLindholmによれば，モンゴル高原

では，萬里の長城をはさんで對峙する中國諸王朝に莫大な貢納を強要したり，

國境での有利な貿易を認めさせるため，一人のカリスマ性をもった軍事指導者

が雑多な諸集團を結集して，大規模な國家を建設し，王としての地位を世襲さ

せることが多い叫。

　

これに對し，平等主義や個人主義の傅統が強い中東では，

長老の指導権がきわめて弱く，バルトBarthが言うように，その才能や強さ

において他人に優越し，畏敬の念を抱かせるものだけが支配の正営性を主張で

きるし，その結果，成功に近づいたものに對して他のものが結集してゼロサ

ム・ゲームが展開される叫。たとえ，都市の略奪といった物質的利害によって

軍事指導者のもとに結集があっても，長績きはしない。

　

この限界を克服して，相互の脇孚を止揚し，廣範な結集をかなり長期にわた

叫

　

T. J. Barfield,“Tribe and state relations : The Inner　Asian perspective" in

　

Ｔｒibeｓ ａれｄｓはtｅ ｆｏｒｍａtｉｏｎ.pp. 153-82 ; C. Lindholm,“Kinship structure and

　

political authority: The Middle East and Central Asia", JouΓ77ぶof CompaΓ-

　

a five Histりひand Society 28 (1986), pp. 334-５５,　Ｔｈｅ ＭｉｄｄｌｅＥａｓt,pp. 123-5･

紳

　

F. Barth,“Segmentary opposition and the theory of games: Ａ study of Pathan

　

organization”,　Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　tｈｅＲｏｙａｌＡｎthｒｏｐｏｌｏｇｉｃａｌ　Inｓtitｕte89(1959), pp. 5-

　

21｡
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つて持績することを可能にするのは，共通の信仰と儀鐙であることが多い。宗

教のもつ祀會的統合力に注目したデュルケームDurkheimは，日常的な俗か

ら峻別された聖なるものへの非利己的な係わりが容易に集團の集合的激昂を呼

び，その統合を固め，祗會を更新させるとした匈。それにとどまらず，カリス

マ的宗教指導者は，氏族の「血の紐帯」を越えて雑多な諸集團を日常的にも

（儀謄時だけでない）結束させ，しばしば都市の征服を通じて新たな國家を建設

する。この鮎ではイブソ・ハルドゥーソ（ｖol. 1, 266, 277-9,和洋第１巻, pp.293-

4, 307-10)の預言者（または聖人ｔむａ扨）的指導者論とウェーバーWeberのカリ

スマ的指導者論は酷似していると言えよう。この信徒共同腹が成長すると，今

まで無開心であったものや積極的に敵對してきたものまでが，あるいは保身の

ため，あるいは諸都市への遠征に參加して戦利品を獲得するため，競って共同

腰に參加するようになる。

　

ゲルナーGellnerによれば，このような事態はモ

ロッコのアトラス山脈の山岳民の聞では，日常化・制度化してエート７^ ｅthoｓ

（激しさを秘めて内面に定着した貴践的駆動力）として沈澱し，20世紀後半に至る

まで徹績したため，賓際に観察することができたという叫。

　

ジーイーによるクターマ系その他の小力ビーリヤ山地の山岳民の結集は，以

上のような一般的な枠組みの中でこそ，その本質が捕え得るであろう。

３

　

ジーイーによるカリスマ的支配

初期には，まだジーイーの権威が氏族の新菌指導者より優越しておらず，依

^ Emile Durkheim, Ｌｅｓ ｆｏｒｍｅｓ をｌｉｍｅｎｔaiｒｅｓｄｅ ｌａ　-ｕtｅｒeligtｃｕｓｅ： Ｌｅ
りＳｔ＾ＯＴ

　

tｏtｅｍｉqｕｅｅれＡｕｓtｒalie,Paris, 1912,古野清人詳『宗教生活の原初形態』上下巻，

　

岩波文庫, 1975o

図

　

E. Gellner,Ｓａｉｎtｓ of　the Aliaｓ,London, 1969,“Flux End reflux in the faith

　

of ｍｅｎ”in ｈＩＳＴｋｅ Ｍｕｓlim ｓｏｃｉｅり',Cambridge, 1981, pp. 1-85.ゲルナーはアト

　

ラス山脈中部のザーウィヤ・アハソサルZawiya Ahansal 地方のアイト・アッタAit

　

Atta族などの諸氏族の人類學的現地調査に基づき，諸氏族の呪術的・多紳教的な崇芦

　

を集めている聖所に往む多くの預言者の子孫の中で超自然的呪力＆zΓα＆をもつとし

　

て選ばれたものが，サハラ砂漠とアトラス山脈とを往復する牧畜民と定着民との紛孚

　

調停者の役割をもつことを我見した。人利ま日常的には多祚教に近い世界観の中で生

　

活しているが，外敵の侵入や都市の機能危機に際しては，このような傑出した聖人の

　

もとに都市的な一神教を掲げて結集し，國家を形成する。なお，アトラス山脈の諸氏

　

族はアラブなど外部人によって一括してマスムーダ族と總栢されたが，18世紀以後こ

　

の呼梱は使われない。
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然として家父長制的な長老支配が行き渡っていた。しかし，かれがダースルー

トに移って以来，雑多な出身の多くの信徒がダースルートに集まり，氏族の血

の紐帯ではなく，かれの調停・裁きや政治的軍事的指導性を認めた上での，兄

弟愛の原理に基づく平等主義的な信仰共同服を形成するようになった。ジーイ

ーは説教會majliｓを毎日のように開いて，女性を含む信徒にイスラームに基

づく教えを説き，同じことを各地に派遣した宣教員にも行わせ，信徒全服の同

胞感を育成した(Z 128,132,146)。　ｲ言徒開の孚いが巌禁された結果，氏族聞，

氏族内の闘争は格段に縮小し，街道や荒れ地の盗賊すら著しく減少し，商人の

通行の安全が確保された（7 122)。　少なくとも形式上は，信徒は年齢や氏族に

おける傅統的な地位とは無関係に平等とされ，たがいに兄弟akhu (pi.ikhzuari)

と呼びあい，握手，抱擁，手への口づけなど，對等の挨拶を交わした（7 123)。

ジーイー自身，食事，衣服，乗り物を質素にし，信徒にも同じことを奨働し

た。近親を超えた人助けが美徳とされたため，私財を投げうって貧者や傷病人

に對し，わけ隔てなく食事の提供・看病・埋葬を行う信徒も少なくなかった

(/ 129-32)。反對派はがれらを東方人Mashriql (pi.Mashariqa)と呼んだ（7 52，

79）が，かれら自身は自らを純正な信徒という意味でアウリヤーaiｖliｙｃＣ　吉

たはムーミニーソｍtｉ'ｍｉｎｉｎと呼んでいる。

　

平等の中身はヌウマーソが述べるように，機會均等のメリトクラシであっ

た。

　　　

かれ（ジーイー）は，信仰と篤賓，義務と真理のためにやむを得ず行う

　　

場合を除いて，誰をも優位にも劣位にも置かず，誰をも檎賛せず，良くも

　　

言わず，（理由なくして）ほうびを取らせず，また非難せず，無視せず，代

　　

償を要求せず，誰にも接近せず，逆に脊を向けず，誰かに秘密をつくった

　　

り，こっそり教えたりしなかった。かれが金品を受け取ったり，ほうびを

　　

呉えたり，罰したり，許したりするのもそのために過ぎない。……コーラ

　　

ンで定められた罰

　

ｈａｄｄにふさわしいことを犯したものには罰を下し，

　　

罰すべきものを罰し，しかるべき地位にふさわしいものを昇進させ，地位

　　

にふさわしくないものを降格した。人々は自らの行いＪｍ凱を量り，自

　　

己評價し，ジーイーが自分たちを無硯したり，巌しく扱っていたいことを
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理解した。こうして，人々の心は平静になった（7 119-20)。……ヵ｀れが課

　　

した試練に耐えたものをそれにふさわしく昇格した。そのため，かれらは

　　

試練が大きすぎるとは考えず，避けようとも思わずに，急いで好んで試練

　　

に感募した。かれはかれらに命をかけることを誓わせ，信仰のために死ぬ

　　

道を選ばせた（7 126)。

　

秩序を維持するため，巌しい罰が下されたが（7 121-2),その賞罰も原則的

には古い祀會的地位や信仰共同腰に對する功績にかかわらず，平等に呉えられ

た。ただ，罰はシャリーアのかわりに，追放刑など従来の慣習法が適用される

場合が多かった。

　　　

何らかの罪を犯したものを見つければ，たとえ篤信で知られ，信徒の仲

　　

間に入った時期が早かったものであろうとも，かれ（ジーイー）はそれに

　　

ふさわしい程度に軽すぎるでもなく，巌しすぎるでもなく罰した。すなわ

　　

ち，遠くに放逐，追放し，信徒に對してそのものに近づき，いっしょに座

　　

ったり，話をしたりすることを禁じた。

　

受刑者は犯した罪の重さに底じ

　　

て，改悛を真摯に表し，善行を行い，長期の試練に耐えるまで，敷日間ま

　　

たは数カ月間，追放され，無硯され，自分の氏族’ａｓｔｅｒ ａや家族晶Z，親

　　

しきもの仙郷芦，子供たち，そして，以前から見知っていた人々の聞に閉

　　

じ込められた（7 120)。

　

雲際には，行政・軍事幹部が必要なため，ジーイーは「かれら（信徒）の地

位やかれらにふさわしい程度に感じてかれらに相談し，ふたりきりになり，秘

密を打ち明け，近づけたし，信仰必71と善行の前歴があるものを優先した」

　

（7 124)。

　

また，氏族の枠組みも十分に残存しており，氏族聞紛孚を避けるために，死

刑囚の刑の執行は親兄弟など近親者に任された（7 121)。特定の氏族との密接

な開係をもつことを避けるため，ジーイー自身，クターマ族から妻をめとら

ず，捕虜にしたフサーク族長の奴隷女と事賓上の「結婚」をした（7 98, 123)。

兵の召集・編成もつぎのように氏族軍位で行われた。

　　　

かれ（ジーイー）の召集如功ｊは兵士名簿ｄｉｖｏａｎ　ｔｉ.しで行われた。

　

か

　　

れが氏族の指導者ｒｉｉａｓｃＣａｌ-ｑａｈａ’ilに手紙を書くと，かれらが忠雲に喜
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んで配下のものを集めた。ジーイーがかれらへの手紙の中で書いたのは，

　　　

「これこれの日にこれこれの場所で落ち合おう」という文句だけであっ

　　

た。傅令ｓａｒikhか「戦いに出ないものは禁を犯すことになる」と叫ぶと，

　　

クターマ族の誰もが戦いに出て，蚊えられないほど多くのものが集まって

　　

来た（‘Idharl138)。

　　　

かれ（ジーイー）はクターマ族（の諸氏族）を七分團ａｓfaS‘に分け呻，各分

　　

團を軍團出ｈｒとして指揮官ｍｕｑａｄｄａｍを任命した（7 124)。……力ヽ

　　

れは軍の派遣を命令するとき，それぞれの氏族ｑａｂａ’ilの指揮官にはその

　　

氏族のものを任命した（7 215)。

　

戦利品の大半は遠征に參加した信徒に分配されたが，幹部信徒は大きな分け

前を獲得した。この黙についてスウマーソは次のように述べている。

　　　　

（ジーイーは）各地に宣教員心‘iを派遣した。

　

指揮官と宣教員はたとえ

　　

老齢に達していなかったとしても，長老ｍａｓhaｙikhとよばれた。かれは

　　

信徒の諸業務ａ‘ｍ酎と，紳がムスリムの支配者zuall (マフディー）に呉

　　

えたもうた戦利品を長老の手に委ね，その中から何も取らず，見ることも

　　

なかった。マフディーが末て，それを引き渡すまで，戦利品はかれらの管

　　

理下にあった。この方法はかれらを腐敗させることもあった。かれらはそ

　　

れが永久に自分のものだと考えたからである。（ジーイーは）そうするこ

　　

とでかれら自身の機嫌を取り，かれらからそれを取り返そうとはしなかっ

　　

た（7 124-5)。

　

この戦利品はジーイーが幹部信徒に委託したのではなく，貢際に呉えたもの

であろう。のち，マフディーがイークジャーソで宣教具と長老の強い抵抗を抑

えて，かれらから戦利品を取り上げたこと（7 288-9）を正営化するために，委

託していただけとされるようになったと思われる。とくに，アグラブ朝の第３

回遠征軍を撃退したあと，クターマ族はこれまでになかった莫大な戦利品を獲

得し，奢侈の風を身につけはじめた（7 172)。　こうして，初期の兄弟愛に基づ

く平等主義的な共同徴は個人財産に對する執着が芽生えたことによって，はや

凶

　

七分團というが，７はのちのイスマーイール派の聖敷であり，寅際はもっと多敷で

　

あったであろう。 Talbi, pp. 563, 619.
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くも解膿の道をたどりはじめた。

　

ジーイーはまた税を徴収していない。ジーイー自身の財源は信徒の寄付のほ

か，「かれは必要になると，密かにもっているものを頁って出費した」（7 124)

とあるように，戦利品の自身の取り分であったと思われる。

　

以上述べたようなジーイーの支配のありようは，氏族制の残滓を含みはする

が，まさにウェーバーが論じたような構成員の平等を前提としたカリスマ的支

配のモデル匈に非常に適合的であると言えよう。

　

ただ，非日常的なカリスマ的

支配は通常，長績きはしない。非宗教的軍事指導者の場合はもちろん，宗教的

指導者の場合でも，心服し回心した少敷のものを除いて，かれのもとに結集し

た大部分のものは近郊都市の略奪と戦利品の獲得を主な目的としている。精祚

の集團的高揚期には，世俗的関心の高いものでさえも理想を信じている場合が

多い。しかし，いったん心服したものでも，時間の経過とともに熱情と緊張は

薄れ，日常的な利害意識が回復してくる。ゲルナーとドレシュがそれぞれモロ

ッコとイェメンの山岳民を例に示したように，宗教的熱情の受醒・高揚と國家

建設，情熱の退潮と國家解腰が繰り返されることが明瞭に観察される。一方で

は，支配のあり方を韓換することによって，カリスマ的指導者によって建設さ

れた山岳民・遊牧民の征服國家が生き延びる場合も少なくない。

　

４

　

イフリーキーヤ征服の進展と傅統的膿制への韓換

　

クターマ族結集の情報は早くからアグラブ朝に傅わっていたが，イブラーヒ

ーム２世はこれを軽硯し，正規軍の主力を率いてイタリア半島南部のカラブリ

アQallawriya地方の征服に邁進した㈲。この遠征中，トゥーヌスで留守を預

かっていた子アブドゥッラー２世Abu'l-‘Abbas ‘Abdullah はミーラ陥落の報

に對して，參が近づいていたにもかかわらず，ただちにおもに新募集兵からな

的

　

Weber, pp.140-2, 662-9,「諸類型j pp.70-9,『支配の畦會學ｎ』創文it, 1962

　

年, pp.398べ24.

剛

　

通常，イブラーヒーム２世は總督職を子アブドゥッラー２世に譲ったとされるが，

　

ターリビー(p. 322)が説くように，子に留守を任せただけであろう。かれの墾政・

　

狂気という話CNuwayri 140-3；‘Idharl 132-3)は明らかに政権獲得後のファーティ

　

マ朝の政治的プロパガンダであり，史料的にはラキークが傅えるさまざまな情報に披

　

っているに過ぎない。

　

Talbi, pp. 308-12｡
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る遠征軍を子アブー・ハワールAbu liawal Muhammad の指揮下にトゥーヌ

スから派遣した(289年Dhu'l-Qa‘da/902年10月）。クターマ族とミーラのアラブ

の亡命者を含む遠征軍は，バーガーヤBaghaya (Bagliai)経由でサティーフヘ

の進軍中，沿道のベルベル諸族にも金を呉えて參加させ，さらにサティーフと

ビリズマのアラブをも加えた（j 139-41)。ジーイーは戦翻で敗れたあと，ダー

スルートとミーラから信徒と住民をイークジャーソに撤退させた。しかし，遠

征軍は雪に進軍をはばまれ，イークジャーソに到達することもないまま，トゥ

ーフスに帰還した（7 142-5)。この突然の撤退について，ダシ。ラーウィーは

イブラーヒーム２世の死後，カラブリア遠征軍を率いてトゥーヌスに婦還した

孫ズィヤーダトゥッラーZiyadatullah 3世が新總督に就任した父アブドゥッ

ラー２世と對立し，政情が不安になったことを理由として推測しており，これ

が理にかなっていると言えよう肋。

　

翌春（290年Jumada 1/903年４月）（‘Ｕ芦n119),アブー・ハワールは前回同様，

バーガーヤ経由でサティーフまで進軍し，サティーフ，ビリズマのアラブを加

え，イークジャーソ附近のマルーサ族の地に濠ｌｉｈａｎｄａｑをめぐらした軍管を

張った。しかし，かれはいくつかの戦闘のあとサティーフに戻り，そこのアラ

ブの制止をも聞かず，イフリーキーヤに蹄還しはじめた（7 148-50,153-4)。ダ

シュラーウィー帥が指摘するように，これは父アブドゥッラー２世の暗殺と兄

弟ズィヤーダトゥッラー３世の總督職就任に反撥したからであろう。

　

サティーフ陥落後の291/904年後牛（‘Ｕｙｕれ123),ズィヤーダトゥッラー３

世はタターマ族やアラブの亡命者を含む遠征軍を組織し，一族のイブラーヒー

ム・イブソ・ハバシーIbrahim b. Habashiの指揮下に派遣した。その中核は

カラブリア遠征からの帰還兵の一部であろうが叫，政情不安から遠征軍は主力

を結集したものにはならなかった。この軍は前２回とは違って北路を取り，沿

道のベルペル系諸族を金で雇ったり脅したりして味方に加えながら，クスタソ

ティーナQustantina (Constantina,Cirta)に進んだ。　ここでトゥブナの駐留軍

も合流した。遠征軍はジーイーをクスタソティーナ附近におびき寄せる作戦を

4
４
４
１
ぶ
７

ｓ
ｏ
.
　
-
a
-
　
ｓ
ｏ
-

Dachraoui, p.87.

Dachraoui, pp. 88-9.

Taibi, p.651.
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とったが失敗し，６ヵ月後イークジャーソを目指して小力ビーリヤ山地に入っ

たところで，ジーイーの騎兵に急襲され，バーガーヤまで敗退した(7 168-72;

‘Idharl137-8,142;‘Uyun 123)。　こうして，アグラブ朝の遠征軍は主にアグラブ

朝内部の政情不安からすべて失敗に蹄した。

　

このあと，ジーイーは次のように征服を進めていった。

　

１

　

ジーイーはアグラブ朝の防衛攘黙となったトゥブナに何度か遠征軍を派

遣して周漫の畑を荒らしたあと，自ら指揮をとり，屋根つき攻城車ｄａｈｈａｈａ

を使用して市内に突入した。しかし，商人はjjaｒなど民衆＾ａｍｍａ　Ｙt、アマー

ソを呉えられて危害は加えられなかったし，市内の内城徊μに寵城してなお

しばらく抵抗を績けた兵も，ここに駐留していたファトフとマサールタ族が處

刑されたのを除くと，アマーソを呉えられた。また，指揮官イブソ・ナーフィ

ズAbu'l-Muqari‘ b.Ｎ託dhはイークジャーソに定着してジーイーに厚遇され

た(7 173-8;‘Idhari140)。

　

2

　

ティージスTijis (Tigisis)附近のハッワーラ族とマアード族の多くの

ものがイークジャーソに来て宣教員ｊむに任命された。かれらはジーイーの

許可を得てさかんにティージス，バーガーヤ附近を略奪した(7 182-3)。

　

3

　

孤立したティージスの指導者Γα'おは，近衛兵(アビード‘ａｈｉ£)からな

る500騎の駐留軍ｒabitａの意志に反してガシュマーソ族のユースフ・イブ

ソ・サクラブYusuf b.Saklab に降伏し，かれと他の有力者ｗ心筋は信徒と

なった。市の住民品Zが危害を加えられなかったのみならず，堅固な内城に捷

って抵抗していた駐留軍も金を携えて平和裡に撤退することを許された(/ 183

-5)。

　

4

　

バーガーヤの住民の一部がイークジャーソについてジーイーに加わっ

た。ジーイー軍が接近すると，バーガーヤの代官‘amil　Ｙtウルブスal-Urbus

(Laribus)に逃走し，兵と住民はアマーソを典えられて降伏した。

　

クターマ族

は略奪を犯さず，市内で買い物をした。ジーイーはバーガーヤに500騎の駐留

軍ｒahiｔａと代官を置いた(7 203-4;‘Idharl143)。　附近のザナータ系マドガラ

　

Madghara族もジーイーに協力するようになり，うち300騎がここに駐留す

るようになった(7 225)。
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5

　

孤立したティーファーシュTifash (Tipasa)の代官と有力者ｗ心筋は

イークジャーソについてジーイーから宣教員に任命された。

　

クターマ族500騎

を率いたサクターソ族のスーラート・イブフノレ・カースィムSulat b. al-Qasim

は新代官の逃走後，住民にアマーソを呉えて降伏させ, 200騎とともにティーフ

アーシュにとどまった。カーラマQalama (Calama)の指導者ｍｕｑａｄｄａｍも

またシーイーのもとについて宣教員に任命され，住民のためにアマーソを得

た。カーラマにはクターマ族100騎が置かれた。

　

さらに，附近のハッワーラ族

系のウルディームWurdim (Wurjim)族とバラージュHarash族の散人の男

がティーファーシュに来てスーラートに降り，アマーンを典えられ，宣教員に

任命された。

　

しかし，かれらの一族は人質としてイークジャーソに逸られた

　

（7 211-3)。

　

6

　

ジーイーはカスティーリャQastiliya地方でも抵抗に會ったものの，主

邑トゥーズルTuzur (Thusuros)にアマーソを呉え，略奪を禁じてズィヤー

ダトゥッラーの現金財産ａｍ-ｗalを没収するにとどめ，つぎに攻めたカフサ

Qafsa (Capsa)でも同様に處置した（7 224;‘Idharl 145-6)。

　

7

　

ジーイーはバーガーヤに軍を結集してシッカバナーリヤShiqqabana-

riya (Sicca Veneria)を攻め，牟日後，その兵と住民にアマーソを呉えた（7 227

-8）。

　

以上のように，ジーイーは都市とその近郊のアラブや薗ローマ系その他の住

民，また山岳や草原のベルベル系諸族に對し，指導層の一部を宣教員に任命し

て新しい信仰共同殷の正式の成員に加えたほかは，税を賦課する従属民として

支配下においた。その営初の徴税方式は，イフリーキーヤで一般的なシャリー

ア解憚に基づいて，アグラブ朝が違法に徴牧していたと考えられる税を度止す

るものであった。トゥブナ占領時，ムスリムから徴収するバラージユ　hhaｒａ']

　

（農地視）は違法として度止されたし（東方ではアッバース朝時代にムスリムからの

バラージュ徴収を適法とする法解輝か一般化したが，西方ではウマイヤ朝時代の傅統が残

り，廣く違法と見なされていたようである），ムスリムから現金で徴収されていた

ウシュルもまた，現物徴収の原則から違法とされ，ともに徴収された現金は返

還された。シャリーアどおりにムスリムから徴収されていたラクダ，羊などの
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サダカと，ユダヤ教徒とキリスト教徒から現金にの場合は金貨)で徴収された

人頭税jiｚｙａは適法として受理され，うちジズヤは信徒に分配された(‘Idharl

141-2)。現政権が傅統から逸脱したとして，より根源的傅統への｢復帰｣を目

指すこの傅統主義的改革は最初に貢施されたトゥブナの民に歓迎されたし，廣

くイフリーキーヤの民にジーイーの支配の正常性を印象づけた。

　

こうして，略奪は禁じられ，クターマ族に軍事規律が具えられた。しかし，

ジーイーでさえ，クターマ族を抑えられたいこともあった。

　

マッジャーナMajjanaとカルア・ブスルＱａ１‘ａ Busr の駐留軍ｒdhitａと住

民，その附近のザナータ系マルズーザMalzuza族はラヒーサ族のアブー・

ムダイェー指揮下のクターマ族1000騎に對し，また，カスルル・イフリーキー

Qasr al-Ifriqlの住民と附近のマクラータMaklata族はサクターソ族のアフマ

ド・イブソ・スライマーン指揮下のクターマ兵に對しはげしく抵抗し，ともに

敗れてマイダラMaydara (Ammaedara)に避難した(7 208-ｎ)。こうして，

マイダラはカスルル・イフリーキー，マッジャーナ，ティバッサーTibassa

　

(Theveste),マルマージャソナMarina janna　の難民を集め，ジーイーに抵抗

する最前線基地となった。ジーイーは自らマイダラを攻撃し，アマーソを具え

て降伏させたが，クターマ族は市内に入ると，住民を殺戮し，市内を略奪し

た。タウマーソはジーイーが病気のため，一時的に部下の統制力を失っていた

が，すぐに規律を回復し，虐殺と略奪をやめさせ，犯人の一部を處刑し，略奪

品を返還させたと，滸解している(7 216-8)。シーイーはつぎにカスライソa1-

Qasrayn (Cillium)を攻め，アマーソを具えたとき，クターマ族による再度の

略奪を恐れて，敵兵に城門を開かせず，内城の上から忠誠を誓わせた(7 217)。

　

また，ズィヤーダトゥッラー３世のいとこ，イブラーヒーム・イブソ・アビ

ル・アグラブIbrahim b. Abi'l-Aghlab 指揮下のアグラブ朝の主力が駐留し，

抵抗の中心となっていたウルブスでは, 296年Jumada 11/909年３月，占領後

に大規模な殺戮，略奪が行われ(7 229-32;でyun 137-8),モスクに避難した人

々までも虐殺されたという(‘Idhar! 146-7 ;Bakri 46; Athir vol.8, 45)。　ウルブス

にアフーソを具えなかったのは，そこがアグラブ朝軍の基地としてクターフ族

の檜しみの對象であり，かれらの略奪欲にはけ口を具えるよい機會であったか
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らであり，あくまで例外處置にすぎない。

　

例外はあったが，たいていの場合アマーソが餓えられ，それが守られたこと

によって，「イフリーキーヤの民衆＾ａｍｍａの心が落ち着き，かれへの支持に

傾いていった」（7 185)。　これに對し，ズィヤーダトゥッラーは首邑カイラワ

ーンQayrawanと各地のモスクで手紙を讃みあげさせ，臣民ｒぶ砂αにアッバ

ース朝の最後の勝利を約束し，クターマ族との戦争に參加を促さなければなら

なかった（7 185-91, 197)。　しかし，民衆は「臣民は勝者の臣民である」「臣民

は戦さのやり方を知らない」などとして，アグラブ朝を死守する姿勢を示さな

かった（7 198)。

　

アグラブ朝の正営な後撒者として振る舞おうとするジーイーの政策は何より

も首都占領時の施策にもっともよくあらわれている。ウルブス占領の直後，ズ

ィヤーダトゥッラー３世とイブラーヒームがラッカーダから東方に逃走したこ

とを知ったジーイーは，先遣除として1000騎をマルーサ族のガズウィヤとミー

ラのアラブの指導者ハサソ・イブソ・アビー・ヒソズィールの指揮下にラッカ

ーダに派遣した。二人はカイラワーン市民にアマーソを餓え，ラッカーダと奮

宮殿行政都市アッバースィーヤ‘Abbasiyaを略奪していた市民にも危害を加え

ず，これ以上の略奪を禁じただけである（7 236-7, 243;‘Idhari 148-9; 'Uyunl38

-9）。ジーイーはカイラワーン郊外のサーキヤ・マムスSaqiya Mams でカイ

ラワーンの長老ｓhｕｙｕkh.法學者ｆｕｑａｈａ’｡大商人れりｌａｒと會見し，市民に

對するアマーソを確認した。かれはラッカーダに入城すると，クターマ族の強

い反撥を抑えて略奪を許さず，逃亡していた者にも蹄還を求め，各地に代官

'ｕｍｍａｌを菰遣してアマーソを宣言させ，盗賊行篤を取り締まらせた。かれ自

身はラッカーダの宮殿の一つに定着し，クターマ族には空になっていたラ。力

－ダとアッバースィーヤ及びその郊外の家を分配し，アラブ都市カイラワーン

には入れなかった。カイラワーンとアッバースィーヤの代官にも，それぞれア

ラブのハサソとハラフ

　

Khalaf

　

の兄弟が任命され，ガズウィヤは港市スーサ

Susaに代官として派遣された（7 243-7, 256-7, 319;‘Idhari 150-1; 'Uyun 139)。

　

隠れていたアグラブ朝の薗官僚やマワーリーｍａｖoali（王朝の直臣）も再雇

用され，イデオロギー的に對立するはずのハナフィー派やマーリク派の法學者
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や禁欲家さえ従爽とあまり腱わらない市民に對する役割と活動が許された。の

みならず，アグラブ朝を支えていたイフリーキーヤのアラブ系軍團兵士やアグ

ラブ朝のアビード兵帥すら，かなりの部分はその地位をほぼ保全された(7 247,

319)。かれらはアブー・ヤズィードAbu Yazid Makhlad b. Kaydad の反胤

(332-6/943-7)と戦うために，クターマ族の兵と並んで用いられた叫。税制で

も，略奪が禁じられると，遅かれ早かれ，兵の給典の財源を確保するため菌膿

制の税制が復活されたはずであり，その時期はおそらく首都占領以前であろ

う。こうして，あるべき根源的傅統を復活しようとする革命的傅統主義は短期

間でかなぐり捨てられ，現にある傅統を撒績するだけの傅統主義の立場が採ら

れるようになった。

　

ジーイー，そしてのもマフディーがラッカーダの宮殿群を猫占し，カイラワ

ーンの略奪を許さなかったことはクターマ族の大きな不滞を招き，かれらの一

部がマフディーに對して反服を起こそうとする一つの誘因になった(7 317)。

299/912年にはクターマ族の一部がカイラワーンの商店を略奪しようとして市

民と衝突し，撃退されるという事件が起きた(7 320-3;‘Idhari166)。

　

このような規律化も合理化と組織化につながり，長期的にはカリスマを弱め

る。こうして，ジーイーの國家は確立した法や制度をもたず，略奪に依存する

カリスマ的支配から｢悠久の昔｣から績くと信じられた日常的な繰り返しに基

づく，ウ｡｡－バーが言う傅統的支配へと復蹄しはじめた㈲。

㈲拙稿「イフリーキーヤにおけるアラブ諸軍團の反乱」『史林』81巻６胱C1998),

　

pp.37-71.

叫

　

Dachraoui, pp.367-75 ; Halm, pp. 152, 175, 199, 220, 270, 301, 305, 319･

㈲Ｗｅｂｅｒ,ｐｐ.146-8,690べ『諸類型J pp.97-8,『支配の仕會學nj pp.502-15.ウ

　

ェーバーは支配のあり方を合法的支配，傅統的支配，カリスマ的支配に三分類した上

　

で，合法的支配でいう法を近代西欧の制定法に限定することによって，合法的支配を

　

もっぱら近代西欧の官僚制にあて，傅統的支配を「アジア」の集権的家産制國家と西

　

欧封建制下での身分制的家産制國家に二分した。したがって，かれはシャリーアが固

　

定化し，しかも，裁判がカーディーの恣意的主観によって行われるイスラームの法堕

　

系は近代西欧の目的合理的または價値合理的な制定法とは性格的に異なるとして，ア

　

ッバース朝からオスマン帚國に至るイスラーム諸國家をすべて政治的には不安定だ

　

が，仕會構造は王朝交替によっても愛化しない典型的な集権的家産制國家（スルター

　

ソ制）と見なした。仕會が長期閲に渡って愛化しないということはあり得ないし，イ

　

スラームの法運用はウェーバーが言うほど恣意的ではないことが指摘されている（と

　

くにオスマン帚國の場合）が，計算合理性をもって制定された近代法と区別すること

　

は十分にできるであろう。

　

とすれば，前近代において一時的なカリスマ的支配を除
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カリスマ的支配が傅統的支配に移行する決定的な契機は，カリスマが縫承を

通じて，日常ｲ七するよりは希薄化することである闘。ジーイーが不謬の指導者

として喧傅してきた現賓のマフディーがクターマ族やジーイーの目にはカリス

マ性に峡けていたことは，まもなく一部のクターマ族をして，ジーイーを名宣

ともの最高指導者にすべきクーデターへと向かわせた。これは失敗し，ジーイ

ーとクターマ族のハールーソ，アブー・ザーキーが處刑されたが(/ 306-19;

‘Idharl 161-5),まもなく小力ビーリヤ山地でウーリッサ系マーフタソトMawa-

tant族の若者を具寅のマフディーとする，クターマ族のかなりの部分が參加す

る反乱が起きた(‘Idharl 166-8; 7 324-5; Idrls 123-4)。　カリスマ性が大いに損な

われたマフディーは，後縫者の指名nassによって若き子カーイムal-Qa'im

に若干のカリスマ性を認めさせようとするだけであった吼そのカーイム(322

-34/934-46)もカリフ即位後は残された若干のカリスマを保存するため，新都

マフディーヤal-Mahdiyaの宮殿深くに終生完全に隔離されてしまった(7 331;

‘Idharl 208)。

　

以上のように，営初ジーイーによるカリスマ的支配がほぼ貫徹していたクタ

ーマ族國家は，短期間にアグラブ朝と大差のない傅統的手法による國家へと大

きく腱貌した。

　

まとめと展望

　

以上見たように，山の尾根の集村で暮らし，傅統的な家父長制と長老制のも

とにあって，氏族に分かれて副手していた小力ビーリヤ山地の山岳農牧民，ク

ターマ系その他の諸氏族に統一を飢えたのは，カリスマ性をもったジーイーの

宣教であった。かれが呼びかけたイスラームはアッバース朝の正統性を否認

し，アリーの子孫であるイマームもしくはフッジャヘの忠誠を呼びかけること

を除けば，ほぼ通常の形のイスラーム（細部では宜にさまざまな見解の相違を許容

叫
叫

けば，西欧諸國家も含めてすべてを傅統的支配とする大枠では，ウェーバーの類型は

なお覆されていないと見るべきであろう。

　

Weber, pp. 671-3, 679-82,『支配の壮會學nj pp. 430-2, 465-72.

　

Daftary,　The Iｓmalliｓ,　ｐ.129; Brett, “Ｍｉｍ”,p. 33.指名によるカリスマ艇承は

しばしば見られることである。Weber, pp. 143-4, 672,『諸類型J p. 82,『支配の祀

會學EJ p.432.

-
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する）であり，のものイスマーイール派の教理ではなかった。クターマ族はす

でに近郷のアラブ都市と持績的に直接接鯛した結果，かなりの程度イスラーム

の影響を受けていたが，ジーイーに従うことによってより自愛的なムスリムと

なった。最初にジーイーに支持を呉えたのは傅統的な長老ではなく，捷頭しつ

つある新指導者のようである。ジーイーのカリスマ的指導を受容することによ

って日常性から肌去9し，構成員の平等を原則として結束した氏族横断的な信徒

共同腰は，分裂していた他の氏族民や近郷都市のアラブに勝利し，多大の戦利

品を獲得した。このことが保身や戦利品獲得を目営てにした參加者をいっそう

増やし，ほぼすべてのクターマ族を糾合する國家を建設する結果になった。た

だ，もともとクターマ族というアイデンティティが希薄であったこと，周漫の

氏族ほどクターマ族との関係が不明瞭であることを考えれば，これはクターマ

族の統合というより，正確には小力ビーリヤ山地の山岳民諸氏族の統合という

べきであろう。

　

ジーイーの最初からの目的はアグラブ朝を打倒してイフリーキーヤを支配下

に置き，不謬のフッジャまたはイマームたるマフディーを迎えることであっ

た。結集したクターマ族はこれに全面的に協力したが，ジーイーは都市の征服

の過程では積極的にアマーソを興えて略奪を容易には許さず，アグラブ朝の徴

税における違法行焉を正すという革命的傅統主義に｡則って，都市民に對し自ら

の政権の正営性を主張した。さらに征服が進むと，革命精祁の弛緩や財政上の

配慮から，この革命的傅統主義はアグラブ朝の場合と大差ないシャリーア遵守

を旨とする単なる傅統主義へと移行していった。新國家はイフリーキーヤを征

服してアグラブ朝にとってかおり，マフディーを迎えたあとは，クターマ族出

身の兵を軍の主力とするほかは，アグラブ朝の善官僚・マワーリー・アビー

ド’アラブ軍人の一部を温存し，ハナフィー温とマーリク温の法學者にさえ活

動を許した。しかも，迎えられたマフディーがカリスマ性に乏しい人物であっ

たことに反撥したジーイーと一部のクターマ系運動幹部はマフディーによって

處刑された。こうして，新國家はそれが滅ぼした奮國家とあまり愛わらないも

のとなり，カリフ＝イマームのカリスマ性は希薄なものになった。

　

今一９の新國家の挫折は，アルジェリア北西部のマグラーワMaghrawa族
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やイーフラソIfran族，アウラース山地の山岳農牧民ハッワーラ族などを信徒

としても，従属民としても結集できなかったことである。クターマ族の團結と

成功を見たハッワーラ族は，カスティーリャ地方のイーフラソ族出身のカリス

マ的宗教指導者アブー・ヤズィード帥の指導下でクターマ族とファーティマ朝

にとってかおるべく團結し，一時カイラワーンを含むイフリーキーヤの過半を

占領したが，結局，クターマ族によって敗れ去った(Idris 172-329)。

　

3代カリフ，マンスールal-Mansur (334-41/946-53)のもとでこの危機を克

服したファーティマ朝は，新たに最高カーディーｑ回付一昨卵tとなったフウ

マーソ（在職336-63/948-74)の努力によって，一般的な解憚とはあまり違いが

ないものの，最終的には不謬のイマームの判断をあおぐとするイスマーイール

派の法學と，コーランの秘義わ豺泌を探求する解律學tａ'ｗllの基礎を固

め，４代カリフ，ムイッズのもとでカリスマ的支配を再構築していく㈲。

　

ムイ

ッズは自らがイマーム，ムハンマド・イブン・イスマーイールMuhammad

b.Isma‘i1の子孫であることを強調し，新プラトン哲學的な東部イランの一派

を含めて，東方のイスマーイール諸派を自らのもとに結集することに成功し

た。こうして，単なる政治窯派ではなく，猫自の教理をもったイスマーイール

派が成立したと考えられる肋。

㈲

　

拙稿「アブー・ヤズィードによるハッワーラ族國家形成の試みとその失敗」『人文

　

自然科學論集』110銃（2000）.アブー・ヤズィードはアッバース朝やアリ一家の主権

　

を認めないため，イバード派とされるが，ルスタム朝の再建も目指していないため，

　

ルスタム朝のイマームに反抗したイバード派の一派スッカールＮｕkkaｒ派とされる．

㈲

　

Halmｅｍｐｉｒｅ,pp.340-2, 370べ376; Brett,“realm”,pp.435-8, 445-6 ; E. I･，

　

vol.8,“Ｎｕ‘ｍａｎ”（bｙF. Dachraoui), pp. 117-8.

㈲

　

Brett,“Ｍｉｍ”,pp. 36-8,“real㎡',pp.439-40, 446.
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THE PROPAGATION OF ISLAM AND THE FORMATION

　　　　　　　　

OF THE KUTAMITE STATE

Amabe Fukuzo

　　

At the end of the ninth century, the Kutamites nestling in numerous

villages on the ridges of the Lesser Kabylia mountains, eastern Algeria,

were divided into many clans and waged occasional warfares against each

ｏther(Their identity as Kutamite kins was very weak). They were under

the authority of their patriarchs, who presided over peoples' assemblies, and

were charged with carrying out the assemblies' decisions. Each clan (ａｎｄ

even each patriarch) was fiercely independent, and continued to resist the

increasing encroachments by Arabs from the nearby former Roman cities

situated at the foot of the Lesser　Kabylia, Mila, Satif, and Bilizma.

Nevertheless, they had begun to convert to Islam, at least superficially, as

the result of direct and continuing contact with the Arab cities through

trade (acculturation).

　　

Younger leaders from the Saktan, Masalta, Ijjana, and Ghashraan

clans, probably in rivalry with older patriarchs, accepted the teaching of

Shi‘I,a revolutionary missionary sent by the hidden　imam's hujja or

deputy (al-Mahdl), who resided in Salamlya, Syria.　Isma'ill Islam,

equipped with interpretation of the hidden meaning (batin) of Qur'an and

Neo-Platonic ontology, was yet to ｃｏｍｅ;ShででＳｓhaｒＶａ(law) was based

on

　

the

　

common

　

interpretation

　

prevalent

　

in

　

those

　

days, especially　the

regional interpretation of Ifriqiya (mostly older Umayyad one).

　　

Persecution by opposing tribesmen forced Shi‘ｉand most of his followers

to move from Ikjan, a Saktan village, to Tazrut, a Ghashman village

overlooking Mila. Ironically, this persecution facilitated the formation of

ａ new, fervently egalitarian community based on the acceptance of Shl'i's

charismatic leadership.　Eventually, even with military assistance of the

Arabs

　

of the　nearby　cities, the　opposing　tribesmen, divided　among

themselves and burdened with the persistent rivalry of their traditional

patriarchｓ,　ｗereovercome by the rising community.　Following the once

anti-Shi'i Malusa and Lahisa, all the opposing Kutamites accepted Shi'i's
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Islam, albeit unwillingly, in the hope of gaining renown and booty.　As ａ

result, the traditional patriarchy gave way to ａ new community, in which

all

　

members

　

were equal　to　each　other, subject　to　Shl'l's　charismatic

judgement｡

　　　

At the beginning of the tenth century, after conquering all of the Arab

cities nearby, Shi'i launched offensives into the Aghlabid dominion. In

every city he offered security to all citizens regardless of their religious

ａ伍liation―Muslims, Christians and Jews―in return for the payment of

ｓhaｒ‘itａχesto Shi'i's government. As this campaign continued, the basis

of his rule shifted from his personal charisma to the traditional rule of law,

very much like that of the Aghlabid state, which it had supplanted. The

facts that the real Mahdl was not ａ charismatic leader and that Shi‘iand

his fervent supporters were soon eliminated both helped and completed this

transformation.

　

Soon

　

the

　

Kutamites, who had　replaced　the　Aghlabid

henchmen and the Arab warriors of the traditional society, monopolized

and enjoyed power and wealth in Ifriqlya｡

　　　

In the middle of the tenth century, the Hawwarites of the Awras

mountains tried their own　version of nation-building and conquest of

Ifrlqlya under their own religious leader, Abu Yazld Makhlad. It is only

after Mahdi's state overcame this challenge that it seriously began to

consider to return to the charismatic rule of imams, helped by the famous

Isma'ili ideologue, al-Qadi Ｎｕ‘man.
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